
「やちむんトランプ

教育普及グッズ「やちむん トランプ」、

はじめに

博物館の基本となる業務には、展示、整理・保存、調査・研究、教育普及がある。

那覇市立壺屋焼物博物館の教育普及活動に、学芸員による展示の解説や出前こども博

物館等がある。また子どもたちの学びの手助けをするものとしてパズルや絵本、解説

シー トといったさまざまな教育普及グッズもある。本論では、そのなかでも今回製作

した教育普及グッズ「やちむん トランプ」、「やちむん トランプ かいせつカー ド」に
ついて報告する。

かいせつカー ド」について

金城 有希乃

目的

那覇市立壺屋焼物博物館には、ゆんたくコーナー (ゆんたくとは沖縄の方言で「話

す」の意)と いうレファレンス室がある。ここでは焼物に関する質問の回答や観光情

報の提供を行つている。また常設展示の案内、学校の社会科、総合的な学習での調べ

学習において解説なども行 うため、小学生の利用も多い。放課後や休 日を利用して博

物館を訪れる子どもたちも多いのだが、せっかく博物館を訪れてもゆんたくコーナー

までで、館内の見学をせずに帰ってしまう児童や館内の見学をしても、あまり見ずに

帰ってしまう子どもたちもいる。

そこで焼物について興味を持ってもらうきっかけ作りとして、今回「やちむん トラ

ンプ」、「やちむん トランプ かいせつカー ド」を製作した。子どもたちに神経衰弱を
してもらい、同じ絵の描かれた トランプがそろつたら、「やちむん トランプ かいせつ
カー ド」のなかから自分が見つけた トランプと同じ絵の描かれたカー ドを探してもら

う。神経衰弱という遊びをすることで、楽しみながら焼物について学んでもらおうと

いうのがねらいである。自分のひいた トランプが何であつたか、どこに置いたのか考

えることでその焼物の形や名称が覚えやすくなるのではないか。また 「やちむん トラ

ンプ かいせつカー ド」を付属させることで、常設展示における子ども用のわかりや
すい解説として、館内を見学する子どもたちの手助けになればと考えた。

きんじょう ゆきの (那覇市立壷屋焼物博物館 教育普及員 )



2。 「やちむん トランプ」、「やちむん トランプ かいせつカー ド」について

「やちむん トランプ」

焼物の種類 10種類、窯道具 1種類、技法について 4種類の計 15種類の絵をトラ

ンプに使用した。当館では子どもたちの興味のあるものは何か把握し、教育普及に活

用できるようアンケー トを実施している。この 15種類には、当館のアンケー トにお

いて子どもたちが好きな焼物としてよくあげるものや子どもたちに覚えてほしい焼物

や技法、普段よく質問に出るもの等を選択した。「やちむん トランプ」、
「やちむん トラ

ンプ かいせつカー ド」に使用している絵には、当館学芸員が作成したものが一部含
まれている。 トランプの種類は以下の通りである。

「やちむん トランプ」            「やちむん トランプ」表と裏

トランプの種類

30枚 (15種類の 2セ ットで作成。)

(焼物)ア ンダガーミ、アンビン、

カラカラ、シーサー、スンカンマカイ、

厨子甕、抱瓶、ヒールー、フチュクルビ

ン、嘉瓶

(窯道具)グーチャー

(技法)赤絵 (上絵付け)、 イッチン、

絵付け、線彫
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「やちむんトランプ かいせつカー ド」

「やちむん トランプ」で使用している15種類の絵と、その解説文を記載している。

カー ドの表にトランプと同じ絵を使用し、裏返すとその絵についての解説が記載され

ているという仕組みである。子どもたちには神経衰弱をした後、自分がひいた トラン

プと同じ絵が描かれているカー ドを「やちむん トランプ かいせつカー ド」のなかか

ら探してもらう。自分と同じものを探すという楽しみと、角早説を読むことで焼物や技

法等について学べるような工夫を施した。

「やちむん トランプ かいせつカー ド」   「やちむん トランプ かいせつカー ド」表と裏

「やちむん トランプ」の遊び方

「やちむん トランプ」、「やちむん トランプ かいせつカー ド」をどのような形で使

用するのか、以下に示した。

1。 「やちむんトランプ」を使って

神経衰弱をしてもらう。
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2.絵がそろつたら、「やちむん トラ

ンプ かいせつカー ド」より、自分
が見つけた トランプと同じ絵が描か

れたカー ドを探す。

3.「やちむん トランプ かいせつカ
ー ド」を裏返すと、描かれた絵の解説

が記載されている。

まとめ

今回、子どもたちに焼物について楽しみながら学べるよう「やちむん トランプ」、「や

ちむん トランプ かいせつカー ド」の製作を行つた。それぞれ製作して間もないこと
から、まだ「やちむん トランプ」で遊ぶ子どもたちは少ない。とはいえ、「やちむん ト

ランプ」で遊ぶ子どもたちはとても楽しそうであった。「やちむん トランプ かいせつ
カー ド」を読むと、焼物の使用法や技法等を理解し、そこから焼物に興味を持ち、質

問をする子どもたちもいた。焼物について子どもたちが興味を示したことで、今回の

教育普及グッズ製作の目的を達成できたといえそうである。何よりも興味深かつたの

は、子どもたちにとつて理解するということは、焼物に興味を持つてもらうにあたり、

とても重要であるということだ。「やちむん トランプ」、「やちむん トランプ かいせつ
カー ド」で遊んだある小学生は、自分が覚えた焼物について母親に説明できるように

なっていた。自分が理解できている、説明ができるという喜びが、子どもたちにとつ

てまた新たな興味、意欲をもたらすということが今回の教育普及グッズ製作において



一番の収穫である。

また 3、 4歳の子どもたちにも遊び方を説明すると、楽しそうに「やちむん トラン

プ」で遊んでいた。しかし、まだ自分たちで解説を読むということは厳しい。河ヽ学生

以下の子どもたちにもわかるようなグッズの改善が今後は必要だと感じた。また トラ

ンプの枚数を増やす、解説をさらにわかりやすくする等の工夫を重ね、子どもたちか

らの質問、学校での課題等に対応できるような教育普及グッズ製作をし、子どもたち

の学びのきつかけ作りができればと思う。
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